
 
西部地区 世帯数・人口  
 

 世帯数 ２,１６３世帯  
 人 口 ５,９３７人                      

      男： ２,８８３人 女：３,０５４人 
   （令和４年７月１日現在） 
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若さを保つメディカルハーブ講座 

コ ミ ュ 二 テ ィ セ ン タ ー 講 座 

 今年はハーブを使っていろんな物を作る講座を実施しています。ハーブやアロマテラ

ピーに親しみ、美と健康に役立つアイテムを毎回作成し女子力アップを目指しています‼ 

「塗る」「飲む」「食べる」「香る」など様々な事をテーマに全１０回コースでハーブと

ふれあい学んでいます♪ 

 

 ハーブふりかけ作り 

 

 アロマの虫よけスプレー作り 

Smile☆クッキング 

 今年度もSmile☆クッキング始めました‼

毎月旬の野菜や季節に合った食材を使って、

お家でできる簡単な料理を教わります。  

６月の講座では酢を使った料理を中心に作り

ました。毎年大人気の講座です♪ 

家でも試し

てみよう♪ 

シニアのための 
スマホ決済講座 

スマホ決済気になるけど、難しそう・・・        

そんな方向けにスマホ決済講座を実施しま

した‼初心者の方に、スマホ決済の種類や

支 払 い 方 法 を 1 か ら 説 明 し、実 際 に

「PayPay」を使ってスマホ決済の体験も

しました。これでもうバッチリ☆ 

                   

              

                         ７月１６日（土） ふれあい交流部会 

 心配していた空模様も問題なく、予定通りえちぜん鉄道太郎丸駅、８時２２分発

の電車に乗り込んだ総勢４４名の参加者。今回は勝山恐竜博物館に向かいました。

遠足で来たことがあるという子供たちもいましたが、あらためて獰

猛そうな恐竜の姿やその大きさに驚いた様子です。博物館見学後は

楽しみにしていた化石発掘体験にも挑戦。ノミと金づちを手に辛抱

強く作業を進め、大昔の植物の化石をゲットした子もいました。           

えち鉄に乗って 



～避難所の運営をゲーム形式で学びました～ 

 災害時に設置される避難所について、そ

の運営の手法をゲーム形式で学ぶ避難所運

営訓練（ＨＵＧ）を６月２５日（土）に春

江西コミュニティセンター（多目的ホー

ル）で行いました。 

 当日は、西部地区まちづくり協議会の会

員をはじめ、西部地区区長会、春西見守り

ネットワークの会員など約４０名が参加。

坂井市防災士会からもメンバー約１０名が

指導に来てくださいました。 

 最初に簡単にゲームの説明を受けた後、さっそく５～６人のグループに分かれて、カードを引

きながら、実際に避難所で起こり得る問題に対してどういう対応をしていくのかを話し合い、具

体的な対応を決めていきます。 
 ゲームが進行するにつれて、どう対応するべ

きか判断に悩むようなより難しい設問が用意さ

れています。病気の高齢者、障害のある人、妊

婦さん、ペットを連れた人など様々な人が避難

所にやってきます。そうした状況を踏まえなが

ら、混乱を避け、施設を有効に活用し、みんな

がスムーズな避難所生活をおくれるよういろい

ろなルールも決めていきます。 

「これが正解」というものはありませんが、参加者がいろいろアイデアを出しながら話し合いを

進めていくことがこの訓練の目的と言えそうです。 

 最後に、各グループで話し合われた内容を発表しあい、お互いの協議の結果を共有しました。 

 なお訓練終了後、日赤奉仕団春江分団の西端分団長より、ハイゼックスを用いた非常食づくり

（ホットケーキミックスを使ったパンケーキ）の紹介がありました。 

 まちづくり協議会総会での質問から 

  西部地区内の自主防災組織や防災倉庫の設置状況はどうなっていますか？ 

 春江西部地区内の各集落の自主防災組織や防災倉庫の設置状況

について、坂井市の安全対策課が把握している状況では、今年４

月時点でおよそ８割近い区で自主防災組織が組織されており、さ

らに防災倉庫については西太郎丸区と京町区が設置しています。 

 なお、自主防災組織を持つ区が実施する防災資器材の整備につ

いては市の補助制度があります。（補助率１/2  １５万円まで） 

 

 命を守る取り組みを 

 本年1月、政府の地震調査委員会は、南海トラフで今後40年以内に、「M8.0～9.0」級の地震が

発生する確率を「90％」に引き上げました。発生した場合、福井県では「震度5強～6強」の強い地

震が高い確率で起きると予測されています。 

 そのような大災害に際して、『自分の命は自分で守る』

これは減災・防災の大原則と言えます。まずは、自分や家

族の命を守る『自助』をしてください。大規模災害の場

合、最初の3日間は公的な支援を受けることは難しい状況

になります。自分自身、あるいは家族どうしで命を守りあ

うことが重要です。 

 自助の次は『互助・共助』をしてください。自主防災組

織など、地域で命を守りあう『仕組みづくり』が大切で

す。また、地域での『互助・共助』が充分機能するためには、普段からのご近所付き合いも大切と言

えるでしょう。 

 もう一度言います。あくまでも『自助』が基本です。今一度自分の周囲を見回してみましょう。一

番無防備な場所、『寝室』に腰より高いタンス類、落下の恐れのある物はありませんか。あればすぐ

に倒れないように固定したり、他の場所に移動するなどしましょう。  

  

  

 

 

 

平成７年（１９９５年）１月１７日に発

生した阪神淡路大震災では約６，５００

人の人命が失われました。 

 

災害から命を守る三ヵ条 

あまく 

見ない 

正しく 

学ぶ 

 つな 
 がる 

坂井市防災士の会 

会長 阿津川 保夫 

 

(避難所運営訓練をご指導いただいた坂井市防災士会より今回特別に原稿を寄せていただきました。) 


